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　応急仮設住宅に対しては「集会所が必要だ！」「コミュニティバスの停留場
所の追加を！」といった議会質問があり、「利用ニーズを把握し、何かしらの対
応を考える」等の答弁があった。
 　先日、そこで暮らしている小中学生を見守る入居者の姿を目にした。「地域
コミュニティーを維持するための拠点整備」に欠かせない優しい眼差しが、そ
こにあった。

（関連質問：木下美也子議員　徳田正則議員　山花剛議員）
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６　月
会　議
の概要

主な事業の内容主な事業の内容

令和６年度七尾市一般会計補正予算（第４号）　　　69億859万5千円

①ハード・ソフト両面で災害に強いまちづくり

【議案第７号】

■くらし・生活の再建
被災宅地等復旧支援事業費
　･･････････････････････300,000千円
　被災者の宅地復旧工事等に対する支援

集会施設等再建支援事業費････70,000千円
　被災した集会施設等の修繕に対する支援

■生活環境の再生と充実
緊急防災情報告知システム整備事業費
　････････････････････････10,439千円
　親局設備や屋外拡声子局の更新のための実施設計

耐震改修促進事業費････････68,000千円
　非耐震住宅、被災住宅の耐震改修工事に対する支援

②地域資源を活かしたなりわいの再建と創造

■農林水産業の再生・振興
漁港施設機能強化事業費
　･･････････････････････178,462千円
　漁港の災害復旧と一体的に実施する漁港施設の機能強化

県営ほ場整備事業費････････72,820千円
　継続9地区、新規2地区

■地域産業の再生・振興
仮設店舗建設事業費･･････264,000千円
　被災した事業者の仮設店舗の整備（和倉地区）

なりわい再生支援事業費････10,000千円
　仮設施設（仮設店舗、キッチンカーなど）の整備に対
　する支援
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③ヒト・モノ・カネの流れの回復と創出

■交流人口の拡大
能登和倉国際女子オープンテニス開催事業費
　･････････････････････････7,800千円
　能登和倉国際女子オープンテニスの開催に対する支援

プロスポーツイベント等活用事業費
　･････････････････････････2,200千円
　3ｘ3GAMEinNANAOの開催に対する支援

石崎奉燈祭等開催事業費･････4,745千円
　石崎奉燈祭、お熊甲祭、向田火祭りの開催に対する支援

■関係人口の創出と拡大
ふるさと納税推進事業費････12,060千円
　Amazonふるさと納税の導入、サッカーグラウンド
　の復旧のためのクラウドファンディング

④まちの持続を支える次代を担うひとづくり

■少子化対策の充実
児童手当支給事業費･･･････109,192千円
　児童手当法改正に伴う経費

■子育て環境の充実
教職員多忙化改善推進事業費
　････････････････････････14,334千円
　スクールサポートスタッフ、部活動指導員の追加配置

教育研究所管理運営費･････････601千円
　教育支援センターわかたけにおける教育相談員の
　追加配置

妊産婦・乳幼児健康診査等事業費････341千円
　妊娠から子育てまでのサポートのための支援アプリ
　の導入

新

新

　令和６年度七尾市議会定例会６月会議は、６月18日（火）から７月４日（木）までの1７日間の　令和６年度七尾市議会定例会６月会議は、６月18日（火）から７月４日（木）までの1７日間の
会期で行われました。会期で行われました。
　今会議では、14名の議員が市政一般について質問を行いました。　今会議では、14名の議員が市政一般について質問を行いました。
　議案等については、議案21件、報告15件が市長より提出され、審査の結果、すべての議案と報　議案等については、議案21件、報告15件が市長より提出され、審査の結果、すべての議案と報
告は可決または承認されました。（報告9件は議決不要）告は可決または承認されました。（報告9件は議決不要）
　最終日の7月４日には、意見書提出による議会議案３件が提出され、すべて可決されました。　最終日の7月４日には、意見書提出による議会議案３件が提出され、すべて可決されました。
　また、今定例会の会期は、令和６年6月18日から令和７年３月25日までの281日間とするこ　また、今定例会の会期は、令和６年6月18日から令和７年３月25日までの281日間とするこ
とが決まりました。とが決まりました。

議案第７号　令和６年度七尾市一般会計補正予算（第４号）議案第７号　令和６年度七尾市一般会計補正予算（第４号）
総額６９億８５９万５千円を可決！総額６９億８５９万５千円を可決！
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総務企画常任委員会に付託を受けた議案および予算総務企画常任委員会に付託を受けた議案および予算
決算常任委員会総務企画分科会に分担された議案に決算常任委員会総務企画分科会に分担された議案に
ついて審査した結果、主に下記内容が議論されました。ついて審査した結果、主に下記内容が議論されました。

総務企画 分科会（予算決算常任委員会）
常任委員会

【議案第7号】
七尾市一般会計補正予算（第４号）
◆市債について

問今年度末までの発行見通しを伺う。
答調査や実施設計をしていく中で工事費等が見えてきて、借入額や年
次計画となるため、現時点ではどこまで復旧に係る市債が増えるか
は見えていない。

◆七尾市制施行20周年記念事業費について

問文化ホールの修繕は間に合うのか。
答修繕の状況も確認しながら計画を進める。10月1日に向けて、しっ
かり準備していく。

主な審議内容

【議案第7号】
七尾市一般会計補正予算（第４号）
◆企画総務事務費について

問七尾市戦略的復興ビジョンに係るオープンミーティングについて、
子育て世代の参加が少ないと感じた。世代別にするなど若い方、子
育て世代の方がもっと話しやすい・意見を言いやすい場を作ればど
うか。
答予定している7回を終えた後に検討したい。

◆賦課事務費について

問個人住民税の定額減税に伴うシステム改修費（803万円）は1回の
減税のためのものか、恒久的に何か使えるものか。
答今回１回のためのものである。

◆◆委委　員員　長／木戸奈諸美長／木戸奈諸美
◆◆副委員長／木下美也子副委員長／木下美也子
◆◆委　　員／西川 英伸、髙橋 正浩委　　員／西川 英伸、髙橋 正浩
　　　　　　山崎 智之、永崎 陽　　　　　　山崎 智之、永崎 陽

提出された主な議案提出された主な議案

　令和６年度第１回七尾市議会臨時会は、令和６年５月2７日（月）の
１日間の会議期間で行われ、議案第１号「令和６年度七尾市一般会計

補正予算（第３号）」を含む議案６件、報告４件が提出され、審査の結果、すべての議案と報告は可決または
承認されました。（報告２件は議決不要）

【議案第１号】　令和６年度七尾市一般会計補正予算（第３号）　　総額27億44万1千円

　【主な事業の内容】
　①災害応急対策費
　　現年発生河川等災害応急対策費（道路補修）･･･････････････････････ 653,900 千円
　②災害復旧事業費
　　現年発生農業災害復旧事業費 ･･････････････････････････････････ 1,200,000 千円
　　現年発生公立学校施設災害復旧事業費 ･････････････････････････････ 24,342 千円
　③災害救助費等
　　災害救助費（避難所の運営に係る経費）････････････････････････････ 27,483 千円

【議案第6号】　工事請負契約の締結について

　◆工 事 名　　令和６年度高機能消防指令システム及び消防救急デジタル無線共同運用に係る整備工事
　　契約金額　　金1,111,000,000円
　　請 負 者　　沖電気工業 株式会社 北陸支店

第１回臨時会の概要

【第1回臨時会】
委員会付託　・議案１件
分科会分担　・議案２件
　　　　　　・報告１件

【6月会議】
委員会付託　・議案６件
　　　　　　・報告２件
分科会分担　・議案１件

６月会議 ６月会議
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【議案第1号】
令和６年度七尾市一般会計予算（第3号）
◆公共土木施設災害復旧費について

問市道では、復旧工事後に再度沈下している箇所がある。　　　　　　
対応を伺う。
答本格復旧まで時間がかかるため、通行の確保を優先とした応急工事を
実施している。場所により、地盤の傷みや余震、車両の通行、気温上昇
等の影響のため再沈下が見られる。引き続き適切に対応していく。

【議案第7号】
令和６年度七尾市一般会計予算（第４号）
◆多根ダム地区農業水路等長寿命化防災減災事業費について

問現況と今後の計画について伺う。
答今回予算計上しているのは第２号導水路の水管橋の測量設計で、期間
は令和６年度から８年度の３か年を見込む。その後に第３号導水路、
その後に１号導水路のそれぞれの水管橋について整備を行う計画であ
る。導水管そのものの老朽化が進んでおり、８年度以降に導水管の更
新についても県と協議を進めている。

【議案第1号】
令和6年度七尾市一般会計予算（第3号）
◆七尾市文化ホールの復旧について

問文化ホール復旧に係る実施設計委託費等が計上されているが、復旧ま
でのスケジュールを伺う。
答現時点では、工期が確定していないため、具体的には申し上げられな
いが、少なくとも10月13日の「はたちのつどい」が開催出来るように
したいと考えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
また、外構部分の修繕については、利用者の方が不都合にならないよ
う、安全に利用できるよう優先して進めていきたい。

【議案第7号】
令和6年度七尾市一般会計補正予算（第4号）
◆教育研究所管理運営費について

問小学生の不登校対応として予算計上されているが、いつ頃実施するの
か伺う。
答準備としては、相談員１名の増員および相談室のエアコン整備を行
い、夏休み明けの２学期から受入体制を開始する予定である。

主な審議内容

主な審議内容

【議案第7号】
令和６年度七尾市一般会計予算（第４号）
◆仮設店舗建設事業費について

問審査・選考はどのように行われるのか。
答一本杉町地内で建設予定の仮設店舗については、市街地の全ての商
店街及び七尾商工会議所、能登鹿北商工会に、和倉町地内について
は、加えて和倉温泉商店連盟に出店意向調査を行っている。特に審
査・選考基準は設けていない。

【議案第24号】
農地・農業用施設災害復旧事業に関する基本協定の締結について
◆中能登農道橋について

問本復旧までに3年、暫定供用で概ね1年から1年半もかかるとのことだ
が、通勤等に非常に支障を来たしている。地元七尾市として、努力を重
ねて年度内や年度初めにでも開通できないのか。
答県の技術検討委員会において、被災状況、整備の方法など議論してい
ただいている。今後必要に応じて、進捗状況をご説明する。市としても「
一日も早く」という思いは伝えていく。

【議案第7号】
令和6年度七尾市一般会計補正予算（第4号）
◆子ども・子育て支援アプリについて

問支援アプリの概要を伺う。
答このアプリは、母子健康手帳をサポートするためのものであり、母の妊
娠週数や子どもの月齢に合わせ、その時必要な情報が配信されるもの
である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
現在実施している健診や教室などの母子保健事業に加え、このアプリ
の導入により、これまで以上に妊娠期から子育て期の不安の解消とサ
ポートを行っていきたい。

◆公立学校施設災害復旧事業費について

問災害復旧事業費の財源で、国庫補助と市債単独のものがあるが、線引
きはあるのか伺う。
答補助要件として、施設毎、建物区分の中には工作物、土地、設備におい
て、それぞれで下限額が設定されている。　　　　　　　　　　　　
その下限額を上回らないと災害復旧事業に当てはまらないということ
で、仕分けされている。

産業建設常任委員会に付託を受けた議案および予算産業建設常任委員会に付託を受けた議案および予算
決算常任委員会産業建設分科会に分担された議案に決算常任委員会産業建設分科会に分担された議案に
ついて審査した結果、主に下記内容が議論されました。ついて審査した結果、主に下記内容が議論されました。

教育民生常任委員会に付託を受けた議案および予算教育民生常任委員会に付託を受けた議案および予算
決算常任委員会教育民生分科会に分担された議案に決算常任委員会教育民生分科会に分担された議案に
ついて審査した結果、主に下記内容が議論されました。ついて審査した結果、主に下記内容が議論されました。

産業建設

教育民生

分科会（予算決算常任委員会）
常任委員会

◆◆委委　員員　長／佐藤喜典長／佐藤喜典
◆◆副委員長／瀨戸三代副委員長／瀨戸三代
◆◆委　　員／山花　剛、徳田正則、垣内武司、今田勇雄委　　員／山花　剛、徳田正則、垣内武司、今田勇雄

分科会（予算決算常任委員会）
常任委員会

◆◆委委　員員　長／江曽ゆかり長／江曽ゆかり
◆◆副委員長／原田一則副委員長／原田一則
◆◆委　　員／和田内和美、山添和良、木下敬夫、中西庸介委　　員／和田内和美、山添和良、木下敬夫、中西庸介

【第1回臨時会】
委員会付託　・なし
分科会分担　・報告３件
　　　　　　・報告２件

【第1回臨時会】
委員会付託　・議案１件
分科会分担　・議案１件

【6月会議】
委員会付託　・議案５件
　　　　　　・報告２件
分科会分担　・議案２件
　　　　　　・報告１件

【6月会議】
委員会付託　・議案５件
　　　　　　・報告１件
分科会分担　・議案４件

６月会議

第1回臨時会

第1回臨時会

６月会議

６月会議

６月会議

６月会議
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と
と
も
に
、
傍
聴
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
明
確
に
定

め
る
な
ど
適
切
な
審
議
環
境
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
」
と
し
て

い
る
。
と
こ
ろ
で
、
本
市
に
は
七
尾
市
教
育
委
員
会
会
議
傍
聴

規
則
が
あ
り
静
ひ
つ
な
審
議
環
境
は
確
保
で
き
る
。
ま
た
、
そ

の
環
境
下
で
自
由
闊
達
な
議
論
が
で
き
る
方
々
が
教
育
委
員
と

な
っ
て
い
る
。
で
あ
れ
ば
、
教
科
書
採
択
会
議
で
は
傍
聴
を
認

め
、
市
民
、
保
護
者
等
に
開
か
れ
た
も
の
に
す
べ
き
と
思
う
が
、

考
え
を
伺
う
。

昨
年
の
９
月
会
議
以
降
、
採
択
ま
で
の
流
れ
や
会
議
録
、

教
科
書
採
択
に
関
す
る
情
報
公
開
等
の
内
容
の
精
査
に

加
え
、
ほ
か
の
市
町
に
お
け
る
教
育
委
員
会
会
議
の
公
開
・
非

公
開
等
の
状
況
確
認
を
行
っ
て
き
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
公
開
・
非
公
開
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
を
各
教
育
委
員
の
皆
さ
ん
が
俎
上
に
上
げ
て
考
え

て
い
た
だ
き
、
そ
こ
か
ら
決
め
て
い
く
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
中
学
校
の
教
科
書
採
択
に
係
る
会
議
の
公

開
・
非
公
開
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
に
７
月
の
教
育
委
員
会
定

例
会
で
意
思
決
定
す
る
方
向
で
考
え
て
い
る
。

■
男
女
共
同
参
画
の
視
点
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
か
ら
の

防
災
対
策
に
つ
い
て

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
防
災
・
復

興
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
対
応
を
！

災
害
時
の
避
難
行
動
で
は
、
女
性
の
視
点
と
意
思
決
定

の
場
へ
の
平
等
な
参
画
が
必
要
で
あ
る
。
今
回
の
能

登
半
島
地
震
で
の
避
難
所
運
営
で
は
、
女
性
と
男
性
の
ニ
ー
ズ

の
違
い
な
ど
が
配
慮
さ
れ
な
い
と
い
っ
た
課
題
が
生
じ
て
い
た
。

ま
た
、
国
で
は
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
防
災
・
復
興

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
令
和
２
年
５
月
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
が
必
要
と

思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
に
お
い
て
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点

で
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
の
支
援
策
に
つ
い
て
、
考
え

を
伺
う
。避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
と
の
整
合
性
を
含
め
、
今
回
の
災
害
対
応

時
に
あ
っ
た
課
題
な
ど
を
、
６
月
17
日
か
ら
開
始
し
た
七
尾
市

復
旧
・
復
興
推
進
本
部
会
議
で
検
証
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
そ
の
検
証
後
に
見
直
し
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

自
主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
つ
い
て
は
、
石
川
県
が

実
施
し
て
い
る
自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業
を
活
用
し
、

全
町
会
３
名
程
度
の
防
災
士
資
格
の
取
得
を
引
き
続
き
支
援
し

て
い
き
た
い
。
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
お
い
て
は
、
地
域
防

災
の
リ
ー
ダ
ー
に
限
ら
ず
、
市
民
全
体
が
そ
の
視
点
を
持
つ
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
市
政
講
座
な
ど
を
通
じ
て

そ
の
意
識
を
醸
成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
七
尾
市
職
員
に
つ
い
て 

適
切
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
を

保
つ
た
め
に
人
材
の
確
保
を
！

地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
、
被
災
者
で
も
あ
る

市
職
員
が
、
様
々
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
敬
意

を
表
す
。
発
災
以
降
の
市
職
員
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　

適
切
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
安
定
的
に
保
た
れ
て
い
く
た
め
に

も
、
人
材
の
確
保
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
が
、
3
月
ま
で
の
早

期
退
職
者
は
何
名
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
定
員
適
正
化
計
画

を
変
更
す
る
考
え
は
な
い
の
か
伺
う
。

地
震
発
生
以
降
、
過
労
死
ラ
イ
ン
で
あ
る
時
間
外
勤
務

が
月
１
０
０
時
間
を
超
え
た
職
員
は
、
5
月
ま
で
に

延
べ
２
１
５
名
。
発
災
直
後
は
１
０
０
時
間
を
超
え
た
職
員
が

非
常
に
多
く
、
産
業
医
に
よ
る
面
接
指
導
が
で
き
な
い
状
況
で

あ
っ
た
が
、
5
月
分
以
降
は
対
象
職
員
全
員
に
行
う
。
介
護
や

子
育
て
な
ど
様
々
な
事
情
を
抱
え
な
が
ら
職
務
に
あ
た
っ
て
い

る
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、
部
署
を
横
断
し
て
応
援
体
制
を
構

築
す
る
な
ど
、
全
庁
的
に
取
り
組
み
、
特
定
の
部
署
や
職
員
に

業
務
が
偏
る
こ
と
が
な
い
よ
う
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
己
都
合
に
よ
る
早
期
退
職
者
は
3
月
ま
で
で
15
名

お
り
、
そ
の
原
因
は
様
々
で
あ
る
。
早
期
退
職
者
を
2
名
と
想

定
す
る
定
員
適
正
化
計
画
の
変
更
は
行
わ
ず
、
採
用
に
よ
り
調

整
を
行
う
。
民
間
と
の
競
合
が
激
し
い
建
築
技
師
の
確
保
た
め
、

再
募
集
や
試
験
日
の
前
倒
し
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

一
般
質
問

 

一
般
質
問

 

一
般
質
問

質

質

質

答

答

答

佐藤　喜典 議員
（市民クラブ）

山添 和良 議員
（市民クラブ）

江曽 ゆかり 議員
（無会派）
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Q&   A議員の 市の

■
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て

課
題
と
対
応
策
を
伺
う
。

 

児
童
・
生
徒
に
対
す
る
一
人
一
台
端
末
の
配
備
を
柱
と

し
て
、
令
和
元
年
度
か
ら
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
が

提
唱
さ
れ
て
５
年
が
経
過
し
た
が
、
構
想
を
進
め
て
き
た
中
で

浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
課
題
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
そ
し
て
、

そ
の
課
題
に
対
す
る
対
応
策
を
現
時
点
で
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
の
か
を
伺
う
。

文
部
科
学
省
の
調
査
な
ど
で
、
①
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

ス
キ
ル
の
向
上
、
②
学
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
格

差
の
是
正
、
③
端
末
の
更
新
の
３
つ
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
対
策
は
次
の
と
お
り
。

①
県
で
校
長
、
教
頭
及
び
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
担
当
教
諭
を
対
象
と
し
た

研
修
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
当
市
で
は
、
各
校
の
効
果
的
な

活
用
事
例
の
共
有
、
学
校
訪
問
時
の
指
導
、
そ
れ
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ

サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
用
を
行
っ
て
い
る
。

②
改
め
て
学
校
に
整
備
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
等
を
調
査
し
、

影
響
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
原
因
究
明
と
改
善
に
努

め
る
。

③
国
が
今
後
の
計
画
的
な
更
新
に
向
け
た
基
本
方
針
で
、
各
都

道
府
県
に
更
新
の
た
め
の
基
金
を
創
設
し
計
画
的
に
更
新
を
進

め
る
こ
と
、
効
率
的
な
更
新
の
た
め
に
都
道
府
県
を
中
心
と
し

た
共
同
調
達
を
行
う
と
示
し
て
い
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
県
市
町
教
育
委
員
会
連
合
会
等
を
通
じ
て

国
の
財
政
支
援
措
置
を
引
き
続
き
求
め
な
が
ら
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
の
着
実
な
進
捗
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。　

■
七
尾
市
戦
略
的
復
興
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）に
つ
い
て

七
尾
市
戦
略
的
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）（
以
下
「
復
興

ビ
ジ
ョ
ン
」）
が
目
指
し
て
い
る
七
尾
市
の
未
来
像
に

つ
い
て
伺
う
と
と
も
に
、
そ
の
未
来
像
の
４
本
の
柱
、
こ
れ
が

ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

次
に
、
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
た
め
の
七

尾
オ
ー
プ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催
と
考
え
る
が
、
具
体
的
な

実
施
の
方
法
と
期
待
さ
れ
る
効
果
及
び
こ
の
７
回
の
オ
ー
プ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
後
の
取
組
の
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
ず
、
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
が
目
指
す
七
尾
市
と
い
う
こ
と

で
、
将
来
の
能
登
に
お
け
る
当
市
の
在
り
方
、
そ
し
て

日
本
全
体
に
お
け
る
当
市
の
在
り
方
、
そ
の
大
き
な
目
標
や
目
的

を
定
め
る
の
が
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
だ
と
考
え
て
い
る
。
一
番
大
き
な

課
題
は
人
口
減
少
で
あ
り
、
震
災
に
よ
り
、
そ
の
人
口
減
少
が
加

速
化
す
る
中
で
、
持
続
可
能
な
地
域
を
目
指
す
、
そ
れ
を
今
回
の

４
本
柱
を
中
心
に
考
え
て
い
く
。

　

次
に
、
七
尾
オ
ー
プ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
前
半
に
数
グ

ル
ー
プ
の
班
に
分
か
れ
、
発
災
か
ら
こ
れ
ま
で
の
こ
と
や
現
状
で

の
困
り
事
を
話
し
合
い
な
が
ら
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
共
有
し
、
後
半

で
は
、
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
や
七
尾
の
未
来
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
私

と
の
直
接
対
話
形
式
に
よ
り
御
意
見
を
伺
っ
て
い
る
。
い
た
だ
い

た
意
見
は
、
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
し
っ
か
り
と
反
映
し
た
い
。
ま
た
、

市
民
か
ら
の
声
と
し
て
同
ビ
ジ
ョ
ン
の
参
考
資
料
と
し
て
掲
載

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

 

一
般
質
問

 

一
般
質
問

質

質

答

答

■
被
災
し
た
お
寺
や
神
社
へ
の
支
援
に
つ
い
て

石
川
県
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
た
支
援
を
！

石
川
県
議
会
の
一
般
質
問
で
、
馳
知
事
は
、
能
登
半
島

地
震
で
被
災
し
た
神
社
や
仏
閣
の
再
建
に
つ
い
て
、
政

教
分
離
の
観
点
か
ら
、
行
政
が
直
接
支
援
し
に
く
い
宗
教
施
設

を
地
域
の
絆
を
強
め
る
拠
点
と
見
な
し
、
復
興
基
金
の
名
で
間

接
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
、
他
県
の
事
例
を
調
査
し
、
ど
の
よ

う
な
対
応
が
で
き
る
の
か
速
や
か
に
検
討
し
た
い
と
答
え
て
い

る
。
ま
さ
に
被
災
地
域
の
声
を
酌
み
取
っ
た
も
の
と
受
け
止
め

て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
支
援
を
求
め
る
声
が
相
次
い
で
い
る
と

思
う
が
、
県
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
た
支
援
、
そ
の
考
え
に
つ
い

て
伺
う
。被

災
し
た
神
社
仏
閣
の
再
建
支
援
に
つ
い
て
は
、
石

川
県
に
お
い
て
熊
本
地
震
の
例
に
倣
っ
て
復
興
基
金

で
対
応
が
で
き
な
い
か
、
９
月
議
会
に
向
け
て
取
り
ま
と
め
て

い
く
と
聞
い
て
い
る
。
復
興
基
金
を
用
い
た
具
体
的
な
支
援
メ

ニ
ュ
ー
が
９
月
議
会
以
降
に
順
次
予
算
化
さ
れ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

　

当
市
と
し
て
も
、
こ
の
状
況
を
し
っ
か
り
と
確
認
し
、
県
と

足
並
み
を
そ
ろ
え
、
ニ
ー
ズ
を
漏
ら
す
こ
と
な
く
掘
り
起
こ
し
、

し
っ
か
り
と
県
に
働
き
か
け
、
こ
の
復
興
予
算
を
有
効
に
使
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

一
般
質
問

質答

永崎　陽 議員
（新政会）

木下 美也子 議員
（無会派）

髙橋 正浩 議員
（無会派）

令和6年度定例会６月会議

七
尾
市
戦
略
的
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
４
つ
の
柱

Ⅰ.

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

Ⅱ.

地
域
資
源
を
活
か
し
た
な
り
わ
い
の
再
建
と
創
造

Ⅲ.

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
流
れ
の
回
復
と
創
出

Ⅳ.

ま
ち
の
持
続
を
支
え
る
次
代
を
担
う
ひ
と
づ
く
り
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七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

■
仮
設
住
宅
の
次
の
住
ま
い
に
つ
い
て

自
宅
の
再
建
が
困
難
な
方
へ
の
対
応

を
伺
う
。

仮
設
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
方
か
ら
、
高
齢
で
あ
る
こ

と
や
既
に
ロ
ー
ン
が
あ
る
な
ど
の
問
題
か
ら
、
仮
設
住

宅
の
入
居
期
間
で
あ
る
2
年
で
自
宅
が
再
建
で
き
る
か
ど
う
か

分
か
ら
な
い
と
い
う
不
安
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

こ
う
い
っ
た
自
宅
の
再
建
が
難
し
い
世
帯
の
今
後
の
住
ま
い

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
計
画
が
あ
る
の
か
伺
う
。

自
力
で
住
宅
を
確
保
で
き
な
い
世
帯
に
は
、
災
害
公
営

住
宅
の
供
給
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
、

仮
設
住
宅
や
み
な
し
仮
設
住
宅
の
入
居
者
の
う
ち
、
半
壊
以
上

の
世
帯
を
対
象
と
し
て
、
住
ま
い
の
再
建
の
意
向
調
査
を
実
施

し
、
災
害
公
営
住
宅
の
必
要
個
数
等
を
確
認
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
仮
設
住
宅
の
中
に
は
モ
バ
イ
ル
ハ
ウ
ス
や
ム
ー

ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
と
い
っ
た
移
動
可
能
な
も
の
も
あ
り
、
使
用
期

間
終
了
後
に
そ
の
活
用
並
び
に
そ
の
設
置
場
所
な
ど
も
考
慮
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
住
宅
本
体
や
設
置
費
用
、
移
設
費
用
等
の
費
用
も

発
生
す
る
と
い
う
懸
念
も
あ
る
た
め
、
今
後
、
県
や
メ
ー
カ
ー

と
も
協
議
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
被
災
者
に
寄
り
添
っ
て
現
場
で
強
く
感
じ
た
こ
と

情
報
弱
者
の
た
め
に
相
談
員
配
置
を
！

若
者
の
活
躍
で
地
域
に
元
気
を
！

①
パ
ソ
コ
ン
弱
者
が
情
報
弱
者
と
な
ら
な
い
た
め
に
、

被
災
者
に
『
寄
り
添
う
』
相
談
員
を
地
域
に
配
置
し
て

は
い
か
が
か
。

②
鵬
学
園
高
校
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
、
特
に
サ
ッ
カ
ー
で

県
外
か
ら
生
徒
を
受
入
れ
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
『
若
者
の
活
躍
で
夢
と
希
望
』
を
与
え
、

地
域
に
元
気
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
鵬
学

園
高
校
の
体
育
館
や
合
宿
場
な
ど
が
壊
滅
的
状
態
で
あ
り
、
そ

れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
伺
う
。

①
被
災
者
支
援
の
申
請
方
法
は
、
窓
口
、
オ
ン
ラ
イ
ン
、

郵
送
な
ど
申
請
者
に
見
合
っ
た
方
法
を
選
ぶ
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
パ
ト
リ
ア
4
階
に
開
設
し
て
い
る
総
合
支
援
窓
口

で
は
制
度
や
申
請
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
電
話
で
の

問
合
せ
に
対
応
し
た
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
も
開
設
し
て
お
り
、
い

ず
れ
の
方
法
に
お
い
て
も
被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
心
掛

け
て
い
る
の
で
、
気
軽
に
問
い
合
せ
し
て
ほ
し
い
。

②
市
と
し
て
は
、
国
の
災
害
復
旧
事
業
や
そ
の
他
の
支
援
メ

ニ
ュ
ー
等
を
活
用
し
、
早
期
に
元
の
教
育
環
境
を
取
り
戻
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。
そ
の
上
で
、
ま
た
御
相
談
が
あ
れ

ば
、
国
や
県
に
も
働
き
か
け
を
し
て
い
き
た
い
。

■
能
登
半
島
地
震
の
復
旧
見
通
し
に
つ
い
て

一
日
で
も
早
く
復
旧
を
！

能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
港
湾
・
漁
港
施
設
も
大
き

な
被
害
を
受
け
て
い
る
。
６
月
会
議
に
お
い
て
も
、
約

70
億
円
の
補
正
予
算
の
大
部
分
が
震
災
対
応
、
災
害
復
旧
に
計

上
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
七
尾
港
を
は
じ
め
と
す
る
港
湾
・

漁
港
施
設
の
復
旧
状
況
と
復
旧
時
期
に
つ
い
て
伺
う
。

七
尾
港
湾
区
域
内
に
あ
る
矢
田
新
第
一
、
第
二
埠
頭
で

は
、
岸
壁
の
ゆ
が
み
や
埠
頭
用
地
の
陥
没
に
よ
り
一
部

使
用
不
能
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
岸
壁
や
埠
頭
用

地
の
復
旧
時
期
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
に
よ
る
と
、
お
お
む
ね

２
年
以
内
で
の
復
旧
完
了
を
目
指
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
石
川
県
管
理
の
漁
港
施
設
に
つ
い
て
は
、
被
災
箇
所

を
現
在
調
査
中
で
、
速
や
か
に
災
害
査
定
を
受
け
、
一
日
で
も

早
く
工
事
着
手
で
き
る
よ
う
努
め
る
と
い
う
ふ
う
に
聞
い
て
い

る
。

　

次
に
、
七
尾
市
管
理
の
港
湾
・
漁
港
施
設
で
被
災
を
受
け
た

２
港
、
12
漁
港
、
２
の
船
だ
ま
り
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

施
設
の
復
旧
は
、
災
害
復
旧
事
業
に
よ
り
対
応
す
る
予
定
で
あ

る
が
、
そ
の
う
ち
２
港
・
７
漁
港
施
設
の
陥
没
、
段
差
等
に
つ

い
て
は
、
適
宜
、
地
元
や
漁
業
協
同
組
合
と
相
談
し
、
応
急
工

事
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

な
お
、
災
害
復
旧
事
業
を
進
め
る
に
当
た
り
、
被
害
が
甚
大

で
復
旧
件
数
も
多
い
た
め
、
国
・
県
の
指
導
、
他
自
治
体
支
援

職
員
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
現
地
査
定
は
年
内
完
了
を
め
ど
と

し
、
一
日
で
も
早
い
工
事
着
手
・
完
了
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質

質

質

答

答

答

七尾港湾

原田 一則 議員
（灘会）

山花　剛 議員
（無会派）

瀨戸 三代 議員
（あすなろ）

令和6年度定例会６月会議
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Q&   A議員の 市の

■
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
の
目
的
・
考
え
と
、

公
費
解
体
・
自
費
解
体
の
事
業
に
つ
い
て

災
害
廃
棄
物
仮
置
場
を
閉
鎖
す
る
な
！

公
費
・
自
費
解
体
に
お
い
て
、
被
災
者
が
持
ち
出
す
貴

重
品
や
思
い
出
の
品
な
ど
必
要
な
も
の
以
外
で
、
申
請

者
が
撤
去
費
用
の
負
担
を
一
部
で
も
生
じ
る
場
合
が
あ
る
の
か

伺
う
。

　

ま
た
、
災
害
廃
棄
物
の
仮
置
場
、
少
な
く
と
も
年
内
、
で
き

れ
ば
年
度
内
は
継
続
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
罹
災
証

明
書
の
原
本
提
示
で
は
な
く
、
コ
ピ
ー
で
も
可
能
に
す
べ
き
で

は
な
い
か
、
考
え
を
伺
う
。

家
屋
内
に
残
置
さ
れ
た
家
財
・
家
電
等
の
う
ち
、
災
害

に
よ
り
損
傷
す
る
な
ど
し
、
不
用
な
も
の
と
し
て
処
分

せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
は
、
災
害
廃
棄
物
と
み
な
し
、
家
屋
の

解
体
と
併
せ
て
撤
去
す
る
場
合
は
、
市
が
負
担
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
倒
壊
等
の
危
険
が
あ
り
搬
出
で
き
な
い
家
財
等
の
処

分
も
、
同
じ
く
市
の
負
担
と
し
、
倒
壊
等
の
危
険
性
に
つ
い
て

は
、
立
会
い
時
に
判
断
し
て
い
る
。
な
お
、
解
体
期
間
の
短
縮

の
た
め
に
、
衣
類
、
靴
等
の
身
の
回
り
品
や
食
料
品
、
調
味
料
等
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
せ
る
生
活
ご
み
の
処
分
を
お
願
い
し

た
い
。

　

仮
置
場
の
期
間
延
長
に
つ
い
て
は
、
予
定
ど
お
り
７
月
30
日

ま
で
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
コ
ピ
ー
の
件
は
、
産
業
廃
棄
物
等
の
持
込
み
と
疑
わ

れ
る
よ
う
な
案
件
も
発
生
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
産
業
資
源
循

環
協
会
と
協
議
す
る
中
で
、
６
月
１
日
か
ら
罹
災
証
明
書
の
原

本
提
示
を
求
め
、
不
正
防
止
を
図
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
運
用

を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

■
地
震
被
災
者
の
避
難
所
及
び
そ
の
運
営
に
つ
い
て

避
難
者
に
も
寄
り
添
い
な
が
ら
、
教

育
現
場
に
支
障
を
来
さ
な
い
学
校
の

避
難
所
運
営
を
！

堅
固
で
安
全
な
建
物
で
あ
る
学
校
を
避
難
所
と
し
て
指

定
す
る
こ
と
に
は
異
論
は
な
い
が
、
一
方
で
、
子
供
た

ち
の
教
育
に
支
障
を
来
す
こ
と
だ
け
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
回
の
災
害
を
教
訓
に
し
て
、
避
難
者
に
も
寄
り
添
い
な

が
ら
、
教
育
現
場
に
支
障
を
来
さ
な
い
学
校
の
避
難
所
運
営
の

在
り
方
を
検
討
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

今
回
の
震
災
で
は
、
学
校
施
設
の
ほ
と
ん
ど
が
指
定
避

難
所
と
し
て
利
用
さ
れ
、
避
難
者
の
保
護
と
学
校
再
開

に
向
け
た
取
組
の
両
立
を
図
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
避

難
所
運
営
を
行
い
な
が
ら
学
校
再
開
に
向
け
た
安
全
確
認
の
作

業
、
受
水
槽
や
給
排
水
設
備
な
ど
の
修
繕
を
進
め
、
１
月
末
に
全

校
の
学
校
再
開
に
至
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
回
の
対
応
を
検
証

し
、
課
題
の
洗
い
出
し
、
対
応
策
の
検
討
を
今
後
進
め
て
い
き
た

い
。
そ
の
中
で
、
今
回
の
震
災
が
仮
に
学
校
運
営
を
や
っ
て
い
る

と
き
、児
童・生
徒
が
校
舎
に
い
る
と
い
う
よ
う
な
と
き
に
起
こ
っ

た
と
い
う
こ
と
を
想
定
し
た
場
合
の
児
童
・
生
徒
の
保
護
、
避
難

者
の
収
容
に
つ
い
て
も
、
改
め
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
児
童
・
生
徒
と
避
難
者
双
方
の
あ

ら
か
じ
め
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
、
区
画
分
け
の
設
定
、
そ
れ
か
ら
必
要

物
資
の
確
保
と
備
蓄
、
暑
さ
寒
さ
対
策
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
検
討
を

今
後
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

質

質

答

答

■
断
水
に
よ
る
営
業
で
き
な
か
っ
た
期
間
に
つ
い
て

七
尾
市
独
自
の
支
援
制
度
が
必
要
で
は

な
い
か
。

地
元
中
小
企
業
、
小
規
模
事
業
者
の
方
々
か
ら
、
助
け

て
ほ
し
い
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
内
容
は
、
震

災
に
よ
る
断
水
に
よ
り
営
業
で
き
な
い
状
態
が
数
か
月
続
い
た

が
、
建
物
被
害
が
な
い
、
ま
た
は
軽
微
で
あ
っ
た
た
め
、
石
川

県
の
な
り
わ
い
再
建
支
援
補
助
金
等
の
対
象
と
は
な
ら
ず
、
そ

の
間
の
収
入
は
ゼ
ロ
。
中
に
は
コ
ロ
ナ
融
資
の
返
済
が
始
ま
る

方
も
お
り
、
も
う
こ
の
地
元
、
七
尾
市
で
な
り
わ
い
を
続
け
ら

れ
な
い
、
七
尾
市
か
ら
離
れ
る
し
か
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
七
尾
市
の
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
に
も
、
七
尾
市

の
な
り
わ
い
を
守
る
た
め
に
も
、
地
元
中
小
企
業
、
小
規
模
事

業
者
等
を
対
象
と
し
た
七
尾
市
独
自
の
休
業
補
償
の
よ
う
な
支

援
制
度
の
設
立
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

事
業
者
な
ど
水
道
使
用
者
に
対
し
ま
し
て
は
、
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
に
令
和
６
年
１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て

は
七
尾
市
全
域
で
、
ま
た
、
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
は
和
倉

地
区
の
一
部
な
ど
、
断
水
が
長
引
い
た
地
域
に
お
い
て
上
下
水

道
料
金
の
全
額
免
除
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
断
水
の
影
響
に
よ

り
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
市
内
の
中
小
企
業
者
を
支
援
す
る

目
的
で
、６
月
１
日
か
ら
７
月
31
日
の
２
か
月
間
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

営
業
が
で
き
な
か
っ
た
期
間
の
補
償
よ
り
も
、
今
後
い
か
に

な
り
わ
い
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
支
援

制
度
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問

質答

木戸 奈諸美 議員
（あすなろ）

山崎 智之 議員
（灘会）

和田内 和美 議員
（無会派）

令和6年度定例会６月会議
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七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

■
被
災
家
屋
の
公
費
解
体
工
事
・
自
費
解
体
工
事
に
つ
い
て

復
旧
・
復
興
の
た
め
に
一
日
も
早
い
解
体

工
事
を
！

公
費
解
体
に
つ
い
て
、
地
元
業
者
と
市
外
業
者
と
の
役

割
分
担
や
連
携
、
今
後
の
工
事
の
予
定
及
び
発
注
の
方

法
な
ど
を
伺
う
。
ま
た
、
交
通
の
混
雑
の
懸
念
か
ら
、
公
費
解

体
用
の
仮
置
場
を
分
散
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺

う
。

　

自
費
解
体
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
窓
口
へ
何
度
も
足
を
運
ぶ

な
ど
、
苦
労
さ
れ
て
い
る
話
を
聞
く
。
い
ず
れ
に
し
て
も
市
民

の
こ
と
を
考
え
、
柔
軟
で
速
や
か
な
対
応
を
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

地
域
の
実
情
を
熟
知
す
る
地
元
業
者
の
活
用
を
図
る
た

め
、
七
尾
鹿
島
建
設
業
協
会
と
連
携
調
整
し
た
地
元

業
者
リ
ス
ト
に
あ
る
解
体
業
者
へ
工
事
発
注
す
る
仕
組
み
で
あ

る
。
現
在
、市
内
２
事
業
者
、県
内
１
事
業
者
へ
発
注
し
て
お
り
、

今
後
大
幅
に
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
解
体
家
屋
は
3
千
棟

程
度
と
想
定
し
、
8
月
以
降
70
班
体
制
で
月
間
１
４
０
棟
の
解

体
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
1
件
1
件
所
有
者
と
立
会
い
し
、
解

体
対
象
の
確
認
と
測
量
実
施
し
た
上
で
工
事
費
を
積
算
し
、
石

川
県
構
造
物
解
体
協
会
へ
解
体
を
指
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
仮

置
場
分
散
に
つ
い
て
は
追
加
の
場
所
を
所
有
者
と
調
整
中
で
あ

る
。
申
請
に
お
い
て
も
、
個
人
の
財
産
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

慎
重
に
対
応
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
不
備
が
あ
れ
ば
受
付
で

き
な
い
こ
と
を
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

■
任
期
満
了
が
迫
っ
て
い
る
４
年
間
の
自
己
評
価
と
そ

の
理
由
を
伺
う
。

市
長
の
任
期
満
了
が
迫
っ
て
い
る
が
、
自
ら
の
行
い
を

客
観
的
に
判
断
す
る
こ
と
は
、
市
民
と
の
距
離
感
を

つ
か
む
た
め
に
政
治
家
と
し
て
大
事
な
要
素
で
あ
る
。
ど
の
よ

う
な
行
動
理
念
を
掲
げ
、
こ
の
４
年
間
市
政
を
担
っ
て
き
た
か
、

そ
の
自
己
評
価
と
理
由
を
伺
う
。

就
任
以
来
こ
れ
ま
で
一
日
一
日
を
精
い
っ
ぱ
い
取
り
組

ん
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
特
に
こ
の
１
月
１
日
の
発

災
以
降
は
、
市
民
生
活
を
一
日
も
早
く
取
り
戻
す
こ
と
、
事
業

の
な
り
わ
い
再
建
を
重
点
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
思
い
は

よ
り
一
層
強
固
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
公
約
に
掲
げ
た
事
業

の
大
半
は
成
し
遂
げ
た
が
、
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
真
っ

た
だ
中
で
あ
り
、
今
こ
の
段
階
で
の
自
己
評
価
に
つ
い
て
は
、

差
し
控
え
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

質

質

答

答

徳田 正則 議員
（新政会）

西川 英伸 議員
（市民クラブ）

皆さんも市議会を
傍聴しませんか

令和6年度定例会６月会議

・ケーブルテレビななおでは、議会の様子を生中継し
ております。
・ユーチューブで議会中継をご覧いただけます。QR
コードを読み取ってご覧ください。

　傍聴を希望される場合
は、当日、議場入口の受付
で、傍聴申込書に住所、氏名
を記入してから入場してください。また、団体で傍聴される場合は、団体
の名称、人員、代表者または責任者の住所、氏名を記入してください。

 令和６年度の本会議録画から各議員ごとで
視聴開始が出来るようになりました。（チャ
プター機能）

七尾市議会 YouTube
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第1回臨時会において、提案された議案等の結果は下記の通りです。なお、木下議長は、採決には加わりません。

6月会議において、提案された議案等の結果は下記の通りです。なお、木下議長は、採決には加わりません。

議　　　案　　　名 採決結果
議案
第1号 令和６年度七尾市一般会計補正予算（第３号） 可決
議案
第2号

令和６年度七尾市ケーブルテレビ事業特別会計
補正予算（第１号） 可決

議案
第3号

令和６年度七尾市水道事業会計補正予算
（第２号） 可決

議案
第4号

令和６年度七尾市下水道事業会計補正予算
（第２号） 可決

議案
第5号

七尾市災害弔慰金の支給等に関する条例の一
部を改正する条例について 可決

議　　　案　　　名 採決結果
議案
第７号 令和６年度七尾市一般会計補正予算（第４号） 可決
議案
第８号

令和６年度七尾市国民健康保険特別会計補正
予算（第１号） 可決

議案
第９号

令和６年度七尾市後期高齢者医療保険特別会
計補正予算（第１号） 可決

議案
第10号

令和６年度七尾市介護保険特別会計補正予算
（第１号） 可決

議案
第11号

令和６年度七尾市公設地方卸売市場事業特別
会計補正予算（第３号） 可決

議案
第12号

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改
正する条例について 可決

議案
第13号

七尾市手数料条例の一部を改正する条例につ
いて 可決

議案
第14号

七尾市国民健康保険税条例の一部を改正する
条例について 可決

議案
第15号

七尾市本社機能立地促進のための固定資産税
の課税の特例に関する条例の一部を改正する
条例について

可決

議案
第16号

令和６年能登半島地震に係る災害被災者に対
する七尾市税の減免の特例に関する条例の一
部を改正する条例について

可決

議案
第17号

七尾市集会所条例の一部を改正する条例につ
いて 可決

議案
第18号

七尾市家庭的保育事業等の設備及び運営の基
準に関する条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第19号

七尾市介護保険条例の一部を改正する条例に
ついて 可決

議案
第20号

七尾市下水道条例の一部を改正する条例につ
いて 可決

議案
第21号

七尾市下水道事業の設置等に関する条例の一
部を改正する条例について 可決

議案
第22号

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定
について 可決

議案
第23号 七尾市過疎地域持続的発展計画の変更について 可決
議案
第24号

農地・農業用施設災害復旧事業に関する基本協
定の締結について 可決

議案
第25号

石川県後期高齢者医療広域連合規約の変更に
ついて 可決

議案
第26号 財産の無償譲渡について 可決

議 会 議 案 名 採決結果
議会議案
第1号 地方財政の充実・強化に関する意見書 可決
議会議案
第2号

若者のオーバードーズ（薬物の過剰摂取）防止対
策の強化を求める意見書 可決

議会議案
第3号 少人数学級・教職員定数の改善に係る意見書 可決

令和6年度第1回臨時会　採決結果一覧表

令和6年度定例会6月会議　採決結果一覧表

■■＝全会一致　　■■＝賛成多数　　■■＝賛成少数

■■＝全会一致　　■■＝賛成多数　　■■＝賛成少数

議　　　案　　　名 採決結果
議案
第6号 工事請負契約の締結について 可決
報告
第1号

令和５年度七尾市一般会計補正予算（第１５
号）の専決処分の報告について 承認

報告
第2号

令和５年度七尾市公設地方卸売市場事業特別
会計補正予算（第４号）の専決処分の報告につ
いて

承認

報告
第3号

令和５年度七尾市水道事業会計補正予算（第７
号）の専決処分の報告について 議決不要

報告
第4号

令和６年度七尾市一般会計補正予算（第２号）
の専決処分の報告について 議決不要

議　　　案　　　名 採決結果
議案
第27号 財産の無償譲渡について 可決

報告
第５号

令和６年度七尾市公設地方卸売市場事業特別
会計補正予算（第２号）の専決処分の報告につ
いて

承認

報告
第６号

七尾市藤瀬霊水公園条例の一部を改正する条
例の専決処分の報告について 承認

報告
第７号

七尾市税条例の一部を改正する条例の専決処
分の報告について 承認

報告
第８号

七尾市国民健康保険税条例の一部を改正する
条例の専決処分の報告について 承認

報告
第９号

七尾市過疎地域の持続的発展の支援のための
固定資産税の課税の特例に関する条例の一部
を改正する条例の専決処分の報告について

承認

報告
第10号

「指定管理者の指定について」の議決の一部変
更の専決処分の報告について 承認

報告
第11号 損害賠償額の決定の専決処分の報告について 議決不要
報告
第12号 損害賠償額の決定の専決処分の報告について 議決不要
報告
第13号 損害賠償額の決定の専決処分の報告について 議決不要
報告
第14号

令和５年度七尾市一般会計補正予算の繰越明
許費繰越計算書について 議決不要

報告
第15号

令和５年度七尾市公設地方卸売市場事業特別
会計予算の繰越明許費繰越計算書について 議決不要

報告
第16号

令和５年度七尾市水道事業会計予算の繰越計
算書について 議決不要

報告
第17号

令和５年度七尾市下水道事業会計予算の繰越
計算書について 議決不要

報告
第18号

令和５年度七尾市病院事業会計予算の繰越計
算書について 議決不要

報告
第19号

令和５年度七尾市一般会計予算の事故繰越し
繰越計算書について 議決不要



11 議会だより

令和５年度　政務活動費収支一覧の公開

11 議会だより

◆政務活動費とは
　　地方自治法第100条第14項から第16項までの規定に基づき、七尾市議会議員の調査研究その他の活動に資するため必要な
経費の一部として、議会における会派又は議員に対し、月額30,000円（1人につき）の政務活動費を交付しています。

◆政務活動費の使途基準

項　　目 内　　　容

調 査 研 究 費 会派又は議員が行う市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に要する経費

研 　 修 　 費 会派又は議員が研修会を開催するために必要な経費、団体等が開催する研修会の参加に要する経費

広 　 報 　 費 会派又は議員が行う活動、市政について住民に報告するために要する経費

広 　 聴 　 費 会派又は議員が行う住民からの市政及び会派の活動に対する要望、意見の聴取、住民相談等の活動
に要する経費

要請・陳情活動費 会派又は議員が要請、陳情活動を行うために必要な経費

会 　 議 　 費 会派又は議員が行う各種会議、団体等が開催する意見交換会等各種会議への参加に要する経費

資 料 作 成 費 会派又は議員が行う活動に必要な資料の作成に要する経費

資 料 購 入 費 会派又は議員が行う活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費

人 　 件 　 費 会派又は議員が行う活動を補助する職員を雇用する経費

事 務 所 費 会派又は議員が行う活動に必要な事務所の設置、管理に要する経費

◆各会派別　収支報告一覧

会派名
（無会派は議員）

灘　会 新政会 あすなろ 市民クラブ （無会派） （無会派）

今田勇雄
垣内武司
山崎智之
原田一則

永崎　陽
中西庸介
徳田正則
西川英伸
（８月まで）

木下敬夫
瀨戸三代
木戸奈諸美

佐藤喜典
山添和良
西川英伸

（10月～３月）

佐藤喜典
（４月～９月）

山添和良
（４月～９月）

交 付 決 定 額 1,440,000円 1,230,000円 1,080,000円 540,000円 180,000円 180,000円
支 出 総 額 649,503円 568,536円 360,701円 161,900円 98,378円 166,547円
調 査 研 究 費 397,630円 518,596円 199,000円 103,720円 32,980円
研 　 修 　 費 58,180円 28,480円
広 　 報 　 費 16,781円 60,618円
広 　 聴 　 費
要請・陳情活動費 199,840円 117,720円 49,960円
会 　 議 　 費
資 料 作 成 費
資 料 購 入 費 52,033円 49,940円 27,200円 48,418円 44,469円
人 　 件 　 費
事 務 所 費

会派名
（無会派は議員）

（無会派） （無会派） （無会派） （無会派） （無会派） （無会派）

髙橋正浩 西川英伸
（９月） 山花　剛 江曽ゆかり 木下美也子 和田内和美

交 付 決 定 額 360,000円 30,000円 360,000円 360,000円 360,000円 360,000円
支 出 総 額 40,010円 0円 143,010円 101,820円 40,010円 0円
調 査 研 究 費 40,010円 40,010円 51,860円 40,010円
研 　 修 　 費
広 　 報 　 費 103,000円
広 　 聴 　 費
要 請 ・ 陳 情 活 動 費 49,960円
会 　 議 　 費
資 料 作 成 費
資 料 購 入 費
人 　 件 　 費
事 務 所 費

令和５年度　七尾市議会政務活動費　収支報告一覧

※交付を受けた政務活動費のうち、支出しなかった交付金については、市へ返還しました。



12議会だより

発
行
日
／
令
和
６
年
８
月
５
日
発
行

七
尾
市
議
会
だ
よ
り

URL.https://w
w
w
.city.nanao.lg.jp

編
集
／
七
尾
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
０
７
６
７-

５
３-

８
４
３
３

発
行
／
七
尾
市
議
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
在
地
／
石
川
県
七
尾
市
袖
ケ
江
町
イ
部
25
番
地

●  ●  ●  お 知 ら せ ●  ●  ●
　議会だよりへの、市民の皆さんの率直なご意見・ご
感想をお寄せください。なお、議会の会議録について
は、七尾市役所情報公開コーナー、七尾市立図書館等
に備えてあるほか、市のホームページでも閲覧できる
ようになっていますので、ご覧ください。

「七尾市議会だより」
デジタルブック（多言語）対応

議　会　の　動　き

４月 12日 議会だより編集委員会
18日 議会運営委員会
23日 北信越市議会議長会評議員会・定期総会

（福井市）
26日 全員協議会・議員協議会

５月 10日 全国伝統工芸品振興市議会協議会定期総会
（東京都）

21日 全国温泉所在都市議会議長協議会役員会・総会
（東京都）

22日 全国市議会議長会定期総会（東京都）
23日 石川県市議会議長会中央要望（東京都）

産業建設常任委員会
27日 全員協議会

予算決算常任委員会協議会
令和６年度第１回臨時会
議会改革特別委員会

29日 七尾港整備・振興促進協議会総会

６月 10日 全員協議会
12日 議会改革特別委員会
14日 議会運営委員会
6月18日
～7月4日 令和６年度定例会６月会議
27日 議会運営委員会

７月 4日 予算決算常任委員会
議会だより編集委員会

8日 令和６年度能登総合開発促進協議会理事会・総会
（金沢市）

9日 第111回能登五市議会議長会定期総会
能越自動車道建設促進期成同盟会総会
（富山県高岡市）

10日 日本海六県港湾都市議会協議会役員会・総会
（福井県敦賀市）

18日～19日 能越自動車道七尾港合同要望活動（新潟市・東京都）
23日 議会改革特別委員会

七尾市
議会事務局

TEL.0767-53-8433
https://www.city.nanao.lg.jp

　能登半島地震から２回目の
市議会定例会。今会議では主
に能登半島地震関連のことに
ついて、一般質問や各常任委
員会審査にて議論が交わされ

ました。議会としても一日も早い復旧に向け
努力して参ります。
　議会だより編集委員として３年目。市民の
皆様に活発な議会活動をお届けできるよう、
読みやすく、わかりやすい「議会だより」を
目指し、もっと身近な市議会となるようこれ
からも頑張ります！！
　読者である市民の皆様からのご意見・ご感
想をぜひお寄せください。

編集副委員長　　和田内　和美

編 集
後 記

感謝状の贈呈
　佐藤議員、木下議長に、「全国市議会議
長会」から、全国市議会議長会の評議員
を務めたことに対して、感謝状が贈呈され
ました。

佐藤 喜典  議員

木下 敬夫  議長佐藤 喜典  議員

【在職15年】
議員活動を称える (議員表彰 )

　佐藤議員に対し、市議会議員として長年の功績が称えられ、
「全国市議会議長会」、「北信越市議会議長会」及び「七尾市
議会」から、表彰状と記念品が贈られました。


